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（表紙写真）

夕照（神威岬）
小樽市医師会 及川 馨

夕日に染まる海、日中は黒く見える岩
峰が赤味を帯び、黒々とした洞窟の壁面

の影が立体感を増し、印象強い画面とな
った。

《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２３１

子
規
と
夏
目
漱
石
（
四
十
た
び
続
）

『
漱
石
・
子
規
往
復
書
簡
集
』
に
は
、
両
者
の
間
で
自

称
や
対
称
に
、
謙
遜
や
揶
揄
や
、
敬
称
や
、
も
じ
り
な
ど

が
あ
る
こ
と
は
既
に
何
回
か
記
述
し
た
。

そ
れ
を
こ
こ
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

漱
石
（
自
称
）
か
ら
子
規
（
対
称
）
へ

菊
井
の
里

漱
石→

丈
鬼

菊
井
の
里

野
辺
の
花→

明
治
の
神
谷
う
た
た

菊
井
町
の
な
ま
け
も
の→

丈
鬼

し
ょ
う

郎
君→

妾

埋
塵
道
人→

四
国
仙
人

露
地
白
牛→

正
岡
詞
兄

平
凸
凹→

倫
花
児

平
凸
凹→

物
草
次
郎

凸
凹→

も
の
ぐ
さ
次
郎

平
凸
凹→

の
ぼ
る

平
凸
凹→

子
規

平
凸
凹→

獺
祭
詞
兄

子
規
（
自
称
）
か
ら
漱
石
（
対
称
）
へ

四
国
仙
人

野
暮
流→

漱
石
大
先
生

花
風
病
夫→

漱
石
大
先
生

花
風
病
夫→

漱
石

雅
契

蔗
尾
道
人→

漱
石

雅
契

往
復
書
簡
と
い
っ
て
も
、
子
規
か
ら
の
も
の
は
か
な
り

失
わ
れ
て
い
て
、
漱
石
と
子
規
と
は
同
数
で
は
な
い
。
約

２０
通
が
失
わ
れ
て
い
て
、
手
紙
の
保
存
な
ど
い
う
几
帳
面

さ
に
於
い
て
は
、
漱
石
は
子
規
に
は
及
ば
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
お
互
い
に
揶
揄
し
た
り
、
卑
下

し
た
り
の
戯
称
を
用
い
て
い
る
の
は
、
知
り
初
め
た
明
治

２２
年
か
ら
、
同
２５
年
ま
で
の
約
３
年
半
ば
か
り
に
限
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
以
後
は
、
金
之
助
・
漱
石
、
常
規
・
子

規
と
謹
直
に
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
子
規
の
死
の
前

年
の
明
治
３４
年
に
及
ん
で
い
る
。

尤
も
漱
石
は
松
山
に
赴
任
し
て
、
盛
に
俳
句
を
作
り
、

添
削
を
乞
う
句
稿
を
子
規
に
送
る
に
あ
た
り
、
下
宿
に
命

名
し
た
愚
陀
仏
庵
主
と
し
た
も
の
が
あ
る
が
。

子
規
は
幼
時
よ
り
多
く
の
雅
号
を
撰
ん
で
自
ら
つ
け
た

り
、
或
い
は
師
友
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

先
ず
師
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
の
は
、
家
が
中
ノ
川
の
傍

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
中
水
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
名
は

気
に
入
ら
ず
、
殆
ん
ど
使
用
し
な
か
っ
た
。
１０
歳
の
頃
、

庭
前
に
櫻
の
大
木
の
あ
る
こ
と
か
ら
「
老
櫻
」
と
号
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
明
治
十
四
、
五
年
（
十
四
、
五
歳
）
の

頃
、
書
斎
の
額
に
と
武
知
先
生
と
い
う
人
が
「
香
雲
」
と

揮
毫
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
「
老
櫻
」「
中
水
」

の
号
を
棄
て
て
「
香
雲
」
と
ば
か
り
名
乗
っ
た
。
香
雲
と

は
櫻
花
の
形
容
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
自
ら
撰
ん
で
「
走
兎
」「
風
簾
」「
漱
石
」
な
ど

と
し
た
こ
と
も
あ
る
。「
漱
石
」
は
の
ち
に
、
親
友
夏
目
金

之
助
の
号
と
変
じ
有
名
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
（
二
十
三
歳
）、
喀
血
し
て
か
ら
は
、

子
規
と
号
し
、そ
れ
が
公
私
に
わ
た
っ
た
通
称
と
な
っ
た
。

し
か
し
文
章
に
よ
っ
て
は
、
次
の
号
も
普
通
に
用
い
る

の
で
あ
る
。

常
規
凡
夫
（
蒸
気
ポ
ン
プ
の
意
）、
丈
鬼
、
獺
祭
魚

夫
、
秋
風
落
日
舎
主
人
、
野
暮
流
（
幼
名
の
ぼ
る
の

意
）、
盗
花
、
沐
猴
冠
者
、
莞
爾
生
、
蕪
翠
、
迂
歌
連

達
磨
、
馬
骨
生
、
色
身
情
仏
、
虚
無
僧

ま
た
次
の
号
は
稀
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

眞
棹
家
（
ま
さ
お
か
の
音
訳
だ
ろ
う
）、
嫦
�
、
冷
笑

居
士
（
子
規
が
皮
肉
で
、
友
人
を
せ
せ
ら
笑
う
こ
と
か

ら
、
他
人
が
つ
け
た
も
の
だ
ろ
う
）、
放
浪
子
、
癡
夢

情
史
、
蔗
尾
道
人
、
四
国
仙
人
（
以
上
の
二
つ
の
号
は

漱
石
宛
の
書
簡
に
も
見
え
る
）、
被
襟
生
、
浮
世
夢
之

助
、
有
耶
無
耶
漫
士
、
情
鬼
凡
夫
（
こ
れ
も
蒸
気
ポ
ン

ノ

ボ
ー
ル

プ
の
意
）、
野
球
（
幼
名
の
ぼ
る
に
野
球
の
字
を
宛
て

た
も
の
）、
都
子
規（
み
や
こ
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
意
で
、

つ
ね
の
り
と
よ
ま
せ
た
も
の
）

な
お
そ
の
ほ
か
に
、「
裏
棚
舎
夕
顔
」「
薄
紫
」「
蒲
柳
病

夫
」「
病
鶴
痩
士
」「
八
釜
四
九
」「
面
読
斎
」
な
ど
。
一
橋
外

の
高
等
中
学
寄
宿
舎
に
あ
っ
た
時
は
「
一
橋
外
史
」、
猿

楽
町
に
住
ん
だ
と
き
は
「
猿
楽
坊
主
」
な
ど
な
ど
。

以
上
は
「
筆
ま
か
せ
」
第
二
篇（
自
明
治
二
十
三
年
一
月

至
同
年
三
月
中
旬

）に
載
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

医
事
・
文
談
（
九
百
四
十
三
）

平
岸

三
八
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